






















第 1章 問題の所在 
第 2 章 本研究の目的と方法 
２．１ 目的と方法 
２．２ 具体的研究課題 









第 5 章 意味論的構成から観た授業分析 











































｢1 個 120 円のりんごと 1 個 90 円のなしを合わ
せて 12 個かって、1200 円払った。買ったりんごと
なしの個数はそれぞれ何個か｣という問題につい
て、りんごを 個、なしを 個買ったとすると x y
個数の合計が 12 個なので、 、 12=+ yx
りんごは 120 円、なしは 90 円なので、合計
 120090120 =+ yx
したがって、連立方程式が得られる。 
12=+ yx    ・・・・① 




1200)12(90120 =−+ xx     ・・・・・③ 
1290120090120 ×−=− xx   ・・・・・④ 
12901200)90120( ×−=− x  ・・・・・⑤ 






















































































例えば、面積が 2ｃ㎡の正方形の 1 辺の長さを
考えるとき、具体的な数値が与えられないために















































式に表すと mbmabam +=+ )( であるが，これ
を出発点とし，様々な式変形をこころみることがで
きる。 )( bam + の の部分を 、そしてm )( ax +
)( ba + の 部 分 を と す る と 、)( by +
))(( byax ++ について考えることができる。実
際に展開をすると、分配法則の考えを基にして
))(( byax ++ ＝ )( bym +  
      ＝ mbmy +  
      ＝ baxyax )()( +++  
      ＝ abxbayxy +++  
∴① abaybxxybyax +++=++ ))((  
次 に ))(( byax ++ の を と す る と 、y x
))(( bxax ++ について考えることができる。
))(( bxax ++ ＝ abaxbxx +++2




65)3)(2( 2 ++=++ xxxx
る 。 乗法公式の b の部分を
のように展開でき
と す る と 、a
++ 、つまり、 2)( ax + ついて考えに
ることができる。 
＝2)( ax + ))(( axax ++  
      ＝ 
         ＝ 
∴③ 
また、aを a− に置き換えることで、     
２種類の
2
22 )( axaax +++
22 2 aaxx ++
222 2)( aaxxx +=+
2aaxx +−=∴④ )( ax −




さ 法公式②の の部分を とすると、
｡ 






))( axax −+ について考えることができる(
))(( axax −+ ＝ 

































































































































右のおうぎ形の面積 S はいくらですか 
半径 r  
中心角 a° 
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また、 円同心 の弧 すと 
              → 
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12 rr ππ =×
2r41 π 281 rπ
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arr ××= π2rS ×= π
rS l21=
おいては常に新しい解決のしかたを見つけていく
といったような発展的な考え方もきわめて大切な
数学的な考え方である。 
統合・発展的な見方や考え方は内的理解と外
的理解へ向けた見方であると考えられる。このよう
な見方や考え方ができるような授業展開が求めら
れる。 
以上のような考察から、わかる授業の構成要素
として、 
① 数学的な知識･技能を活用できる、数学的に
意味のある問題を扱う 
②
解法を論理的に構成できる時間を保障
④ の数学的活動の中か
か 
⑥ 発展的な見方や考え方をひきだす 
問
筋
た結論の真偽について、数学的には、
こ
をつくっていくという気持ちでいるこ
と
方や考え方によって能率的に
処
たり、
い
新しい数
学
 
Ⅴ
0 
R.R.スケンプ著,平林一榮監訳『新しい学習理論
,東洋館出版社,1992 
 多様な解決が期待できる問題を扱う 
③ その
する 
自力解決における生徒
ら、いかに意味のある課題を創出する
⑤ 練り上げにおいて手際のよい解法を見出す 
統合・
を挙げる。 
題解決に当たり数学の学習では、誰もが共
通に理解できることを元にこれを一つ一つ積み上
げ、 道を立てて考え一定の結論を導く。したが
って、導かれ
の思考過程を丁寧にたどることで自ら確かめら
れるということを意味している。自力解決において
生徒自身が論理を構成できる時間は重要であり、
練り上げの段階で各自の論理を出し合うことにより、
学習者自ら手際のよい解法を導き出すことができ
るであろう。③④⑤は授業を構成する要素として
重要な意味をもつ。この経験を繰り返す中で、社
会生活においても、自らの力で物事について最
適な判断を行えるようになるであろうし、自分でし
たことについては責任を持ち主体的な行動をする
ことができるようにもなる。すなわち、数学の学習を
通して自主自立の精神を育てることができるように
なる。これは、社会を構成する一員として身につけ
るべき、人間としての根幹にかかわる資質であると
考えられる。 
数学を見つけ、つくり、発展させるプロセスで感
動を伴うような授業の展開を工夫するためには、
教師が数学を教えてやるという立場ではなく、生
徒とともに数学
が必要である。 
学習とは、知識として覚えさせるのではなく、よ
さを味わることを通して学習に意欲を持たせること
に狙いがある。よさを味わわせるには、数学を学
ぶとき、数学的な見
理できるようになった、簡潔に表現できるように
なった、事柄がすっきりわかるようになったというこ
とを振り返って見せることが大切である。 
｢数学的な見方や考え方のよさ｣を感じさせるた
めには、数学を活かして使う経験をすることが必
要である。⑥の要素は、学習した内容について、
これまでのばらばらな知識･技能ををまとめ
つでも使えるようにしたりする学び方･意欲であ
ろう。単に数学を知り、与えられた問題が解けるだ
けでなく、数学を活用することを学ばせたい。活用
することによって、数学のよさが認識できるであろ
うし、よさが認識できれば活用しようとする態度も
おのずと作られていくにちがいない。 
このようにして、事象の中に法則を見つけて事
柄の性質を明らかにしたり、具体的な操作や実験
を通して数学を帰納したり、数の世界を拡張して
新しい数を作ったり、問題を一般化して
を作り出すなど、数学を作り、発展させる活動を
通して数学を学ぶことを経験させ、その過程に見
られる工夫、驚き、感動を味わい、数学を学ぶこと
の面白さ、考えることの楽しさを味わえるようにする
ことを大切にしたい。 
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